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パネルディスカッション
～流れる水で地域が輝く～
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午
後
に
は
、
全
国
か
ら
約
5
0
0
名

の
方
が
参
加
し
、
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
山
梨
県
内
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
4
つ
の
先
進
的
な
事
例
に
つ
い

て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

1
事
例
に
つ
き
、
1
5
分
と
い
う
短
い

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
特

徴
を
生
か
し
た
事
例
の
紹
介
や
、
現
状

の
課
題
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
報
告
団
体

・
山
梨
県
北
杜
市

・
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市

・
山
梨
県
企
業
局

・
山
梨
県
都
留
市

事
例
報
告
終
了
後
、
「
流
れ
る
水
で

地
域
が
輝
く
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

した。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
都
留
市
出

身
の
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
国
井
雅

比
古
氏
が
務
め
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
広

島
県
の
イ
ー
ム
ル
工
業
株
式
会
社
顧
問

で
あ
る
、
沖
武
宏
氏
、
栃
木
県
那
須

野
ケ
原
土
地
改
良
区
連
合
事
務
局
長
の

星
野
恵
美
子
氏
、
小
林
義
光
都
留
市

長
、
茨
城
大
学
農
学
部
教
授
の
小
林
久

氏
の
4
名
を
迎
え
ま
し
た
。

各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た

後
、
小
水
力
発
電
の
今
後
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

（
以
下
、
敬
称
略
）

書
中
水
力
発
電
の
課
題

電
気
料
金
制
度
を
改
正
す
る
必
要
が

あ
る
。
固
定
買
取
制
度
が
進
ん
で
い
る

ド
イ
ツ
の
事
例
を
も
と
に
検
討
す
べ
き

（沖・小林久）。

書
中
水
力
発
電
の
事
業
化
へ
向
け
て

ま
だ
コ
ス
ト
の
高
い
小
水
力
発
電
所

の
建
設
費
を
削
減
す
る
た
め
の
工
夫

や
、
法
に
基
づ
く
手
続
き
の
簡
素
化
が

必
要
（
星
野
）
。

臆
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
小
水
力
発
電

の
意
義
水
資
源
の
価
値
に
市
民
が
気
づ
く
こ

と
が
ま
ず
第
一
段
階
と
し
て
必
要
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
環
境
観
光
の
可
能
性
が

広
が
る
（
小
林
義
）
。

臆
水
利
用
の
権
利
を
市
民
に
取
り
戻
す

た
め
に

水
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
水

の
利
用
の
仕
方
に
工
夫
が
大
切
。
収
入

な
ど
の
効
果
が
分
か
り
や
す
い
小
水
力

発
電
に
は
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
（
小

林久）。山
川
を
守
っ
て
き
た
先
人
た
ち
の
歴

史
、
地
域
の
水
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

大
切
。
ま
た
、
水
は
「
流
域
全
体
の
水
」

と
い
う
意
識
も
欠
か
せ
な
い
（
星
野
）
。

臆
森
林
の
荒
廃

都
留
市
で
は
登
山
客
が
増
加
し
て
い

る
。
資
源
と
し
て
の
山
の
使
い
方
を
検

討
中
（
小
林
義
）
。

昭
和
2
0
年
代
に
く
ら
べ
現
在
は
発
電

量
が
低
い
。
こ
れ
は
、
滴
養
林
な
ど
の

森
林
が
荒
廃
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

し
か
し
、
林
業
の
衰
退
と
あ
い
ま
っ

て
、
対
応
策
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い（沖）。「
千
年
の
森
を
育
て
る
み
ん
な
の
研

究
会
」
を
土
地
改
良
区
内
に
設
け
自
主

的
に
活
動
し
て
い
る
（
星
野
）
。

補
助
金
な
ど
の
制
度
づ
く
り
が
大

切
。
全
て
の
文
明
は
森
に
あ
り
、
水
が

健
全
に
め
ぐ
る
よ
う
に
、
森
林
を
確
実

に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た

切
り
捨
て
間
伐
で
生
じ
た
木
材
の
活
用

法
を
見
出
す
こ
と
も
大
切
（
小
林
久
）
。

臆
地
域
雇
用
問
題

林
業
に
力
を
入
れ
、
産
業
と
し
て
再

生
す
る
こ
と
で
、
雇
用
問
題
解
決
に
結

び
つ
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
小
林

義）。


